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縦
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道
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門
脇
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丁
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ら
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市
中
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六
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ま
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年
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二
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日
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川
崎
町
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改
良
区
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款
変
更
に
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い
て
、
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改
良
法
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昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
二
十
一
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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令
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二
年
四
月
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十
八
日

�

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

笹　
　

出　
　

陽　
　

康　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
荒
川
堰
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
四
月
一
日

齋　

藤　
　
　

豊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
下
横
前
十
六
番
地

理　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

菅　

原　

正　

彦

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
屋
敷
三
十
九
番
地

一

理　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

浦　

山　

宗　

明

加
美
郡
色
麻
町
大
字
上
新
町
六
十
五
番
地

理　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

伊　

藤　

昌　

範

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
吹
付
百
四
十
三
番

地

理　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

小　

坂　

弘　

是

大
崎
市
三
本
木
坂
本
字
山
崎
十
六
番
地

理　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

佐
々
木　

善　

男

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
松
木
沢
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

細　

川　

運　

一

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
枛
木
百
三
十
八
番

地

監　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

佐　

藤　

光　

男

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
土
器
坂
六
十
五
番

地

監　

事

令
和
二
年
四
月
一
日

伊　

藤　

祐　

治

大
崎
市
三
本
木
音
無
字
舘
下
三
番
地
三

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

齋　

藤　
　
　

豊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
下
横
前
十
六
番
地

理　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

菅　

原　

正　

彦

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
屋
敷
三
十
九
番
地

一

理　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

浦　

山　

宗　

明

加
美
郡
色
麻
町
大
字
上
新
町
六
十
五
番
地

理　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

伊　

藤　

昌　

範

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
吹
付
百
四
十
三
番

地

理　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

小　

坂　

弘　

是

大
崎
市
三
本
木
坂
本
字
山
崎
十
六
番
地

理　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

佐
々
木　

善　

男

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
松
木
沢
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

細　

川　

運　

一

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
枛
木
百
三
十
八
番

地

監　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

佐　

藤　

光　

男

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
土
器
坂
六
十
五
番

地

監　

事

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

伊　

藤　

祐　

治

大
崎
市
三
本
木
音
無
字
舘
下
三
番
地
三

監　

事

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

　

涌
谷
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

　

鶴
田
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

　

大
崎
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
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項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

　

石
巻
市
北
方
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
二
十
一
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

佐　
　

藤　
　
　
　
　

靖　
　
　

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

塩
竈
市
大
日
向
町
百
五
十
番
一
、
百
五
十
番
三
十
七
、

百
五
十
番
五
十
二
、
百
五
十
番
五
十
八

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

�

株
式
会
社
セ
ブ
ン－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

企

業

局

〇
宮
城
県
企
業
局
告
示
第
一
号

　

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
港
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

一　

委
託
し
た
相
手
の
所
在
地
及
び
名
称

　
　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
四
丁
目
六
番
一
号

　
　

同
和
興
業
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
号
外
第
一
四
号
（
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

四

段上

行一

正

施
行
期
日
等

　
　
　
　
　
　
　

誤

施
行
期
日

〇
宮
城
県
公
報
第
九
三
号
（
令
和
二
年
四
月
七
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

六七

段下上

行二三
後
ろ
か

ら
一
二

二

正

施
行
期
日
等

改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
校
の
授
業
料

及
び
入
学
金
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則

の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日

改
正
後
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
職
業

能
力
開
発
校
の
入
学
者
選
抜
手
数
料
等

の
特
例
に
関
す
る
規
則
は
、
令
和
二
年

四
月
一
日

改
正
後
の
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に

よ
る
災
害
に
伴
う
職
業
能
力
開
発
校
の

入
学
者
選
抜
手
数
料
等
の
特
例
に
関
す

る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一

日

　
　
　
　
　
　
　

誤

施
行
期
日

令
和
二
年
四
月
一
日

令
和
二
年
四
月
一
日

令
和
二
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
公
報
第
九
八
号
（
令
和
二
年
四
月
二
十
四
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一

段上

行六

正

令
和
元
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
三

号

　
　
　
　
　
　
　

誤

平
成
四
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
四
十
一

号


